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わ
が
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

①
七
草
が
ゆ
歩
こ
う
会

(
肱
南
地
区
)

昭
和
五
十
三
年
度
に
第
一
回
を
実
施

し
て
以
来
、
正
月
最
初
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
行
事
と
し
て
定
着
し
た
H

七
草
が
ゆ

歩
こ
う
会
4

は
、
今
回
も
一
月
八
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
第
六
回
を
数
え
る
今

回
は
¥
小
雨
に
も
か
か
わ
ら
ず
四
百
人

あ
ま
り
の
人
が
参
加
し
て
、
市
民
会
館

を
出
発
し
て
少
彦
名
神
社
か
ら
大
洲
神

社
ま
で
の
五
十
寸
口
討
を
歩
き
ま
し
た
。

大
洲
神
社
で
は
、
婦
人
会
員
な
ど
が

用
意
し
た
七
草
が
ゆ
を
賞
昧
し
¥
一
年

間
の
健
康
を
願
い
ま
し
た
。

肱
南
地
区
は
、
市
街
地
を
形
成
し
て

お
り
、
地
域
住
民
が
一
同
に
会
す
る
機

会
が
あ
ま
り
な
く
、
こ
の
H

七
草
が
ゆ
歩

こ
う
会
N

は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
輪
を
広
げ
る
た
め
に
、
最
適
の
行
事

と
い
え
ま
す
。
体
育
と
レ
ク
レ
土
|
シ

ョ
ン
を
兼
ね
た
歩
こ
う
会
、
年
々
参
加

者
が
増
え
て
い
ま
す
。

、欠
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おおず

lq羽定例市議会

補
正
総
額

4
億

2
千
万
円

第
一
八
一
固
定
例
市
議
会
は
、
十
二
月
十
五
日
か
ら
二
十

四
日
ま
で
の
十
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
国
の
議
会
で
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
補
正
予
算
案
件
六

件
、
条
例
関
係
二
件
、
そ
の
他
五
件
の
計
+
三
議
案
、
請
願

八
件
、
陳
情
四
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
に
つ
い
て
は

昭
和
五
十
七
年
度
大
洲
市
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
を
除
い
て

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

広報

開
会
に
あ
た
り
近
田
市
長
は
、
提
案

理
由
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

大洲市民憲章

最
近
の
わ
が
国
経
済
の
動
向
は
、
世

界
景
気
が
凶
復
基
調
に
あ
る
こ
と
、
物

価
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
背
景

と
し
、
景
気
に
は
明
る
さ
が
見
え
始
め

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ま

だ
内
需
の
拡
大
に
は
至
っ
て
い
な
い
の

が
実
態
の
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
経
済
情
勢
の
中
で
、
大

洲
市
の
財
政
事
情
も
非
常
に
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
時
こ

そ
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
市
民
生
活

の
安
定
を
図
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
も
、
公
共
事
業
の

拡
大
を
は
じ
め
、
市
民
生
活
に
直
結
す

る
諸
施
策
の
実
現
に
、
積
極
的
な
財
政

運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

幸
い
に
い
た
し
ま
し
て
、
本
年
度
計

画
い
た
し
ま
し
た
詳
通
建
設
事
業
は
、

A
7
凶
の
補
正
に
よ
り
、
お
お
む
ね
そ
の

総
て
を
予
算
化
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た。
今
後
と
も
財
政
の
健
全
な
運
営
を
図

η
つ
つ
、
当
面
す
る
市
政
の
諸
問
題
に

つ
き
ま
し
て
、
積
極
的
に
対
処
し
て
い

く
所
存
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。補

正
予
算
の
概
要

今
回
の
補
正
額
は
|
|

一
般
会
計
四
億
一
一
一
一
白
五
十
一
万
円

特
別
会
計
八
十
一
A

万
円

企
業
会
計
千
八
百
一
万
円

計
四
億
一
一
千
二
一
再
三
十
五
万
円
で
す
。

今
年
度
の
予
算
累
計
は
、
巨
四
十
七

億
七
千
六
百
六
十
一
万
円
と
な
り
、
昨

年
同
期
に
比
べ
十
二
・
A

一
%
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

凡又

L
-
A

ム
l

a
m
d
z
=
=ロ

A
7
同
の
補
正
で
一
般
会
計
の
累
計
は
、

九
十
五
億
三
千
五
目
六
万
円
と
な
り
、

前
年
同
期
に
比
べ
一
・
七
Mm
の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。
お
も
な
内
訳
は
1
1
l
l

総
務
費
で
は
、
新
市
庁
舎
の
備
品
購
入

費
に
同
干
五
百
万
円
。
ま
た
、
庁
合
敷

地
と
し
て
旧
郵
便
局
跡
地
購
入
費
に
-

億
一
二
百
万
円
。

新
市
庁
舎
の
建
設
工
事
は
、
お
お
む

ね
順
調
に
進
入
で
お
り
、
二
一
月
に
は
工

程
の
通
り
完
成
の
予
定
で
す
。

富
士
山
に
玄
国
産
振
興
施
設
を
新
設
す

る
の
に
二
(
千
五
百
七
十
万
円
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
費
と
し
て
は
、

上
須
戒
・
松
久
保
、
柳
沢
河
向
の
集
会

所
改
修
補
助
金
と
し
て
合
わ
せ
て
百
十

六
万
円
。

民
生
費
で
は
、
地
域
改
善
対
策
事
業
に

三
千
三
百
卜
五
万
円
。

保
険
衛
生
費
で
は
、
大
洲
火
葬
場
管
理

人
室
新
築
費
に
-
一
百
九
十
万
円
。
松
山

市
に
建
設
さ
れ
る
コ
愛
媛
県
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー
し
の
大
洲
市
負
担
金
と
し

て
三
百
六
十
二
A

万
円
。

農
林
水
産
業
費
で
は
、
農
業
振
興
費
と

し
て
地
域
養
蚕
集
落
再
編
対
策
事
業
補

助
金
と
し
て
五
百
一
万
円
。
山
村
振
興

農
林
業
対
策
事
業
と
し
て
長
谷
た
め
池

改
修
事
業
補
助
金
に
四
斤
万
円
。

畜
産
業
費
と
し
て
、
高
齢
者
生
き
が

い
対
策
肉
用
牛
貸
付
事
業
基
金
に
二
百

万
円
。
こ
の
事
業
は
、
高
齢
者
の
人
に

喜
ん
で
飼
育
に
励
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
措
置
し
た
も
の
で
す
。

農
業
構
造
改
善
事
業
費
と
し
て
、
大

川
地
区
無
線
放
送
施
設
な
ど
の
追
加
分

と
し
て
千
五
百
九
十
九
万
円
。
こ
れ
に

よ
り
、
今
年
度
完
成
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
費
と
し

て
、
喜
多
山
中
組
の
農
道
改
良
事
業
に

五
百
五
万
円
。

林
業
振
興
費
と
し
て
、
野
う
さ
ぎ
駆

除
対
策
事
業
費
補
助
金
に
七
十
五
万
円
、

し
い
た
け
計
画
生
産
産
地
整
備
事
業
費

補
助
金
に
二
百
二
十
九
万
円
。

土
木
費
で
は
、
が
け
崩
れ
防
災
対
策
事

業
に
九
百
万
円
。
地
区
は
、
平
野
矢
の

口
、
新
谷
上
組
、
新
谷
喜
多
山
、
八
多

喜
伊
州
子
で
す
。

道
路
新
設
改
良
費
と
し
て
、
辺
地
対

策
事
業
で
の
道
路
舗
装
に
三
千
万
円
。

路
線
は
、
柳
沢
赤
回
線
、
黒
木
野
佐
来

線
、
蔵
川
大
回
線
、
宇
和
川
青
石
線
で
す
。

県
単
独
地
域
幹
線
道
路
緊
急
整
備
事

業
に
一
(
干
万
円
。
路
線
は
、
長
谷
梅
川

線
、
大
貸
小
蕨
線
の
二
路
線
で
す
。

企

業

会

計

病
院
事
業
会
計
で
は
、
手
術
室
の
冷
暖

房
機
、
心
電
凶
監
視
装
置
、
レ
ン
ト
ゲ

ン
撮
影
台
な
ど
の
建
設
改
良
費
に
七
百

五
十
万
円
な
ど
で
す
。

選
挙
管
理
委
員
お
よ
び
補
充
員
の
選
挙

任
期
満
了
に
伴
い
、
選
挙
管
理
委
員

お
よ
び
補
充
員
各
四
人
を
選
挙
し
た
も

の
で
す
。
新
し
い
選
挙
管
理
委
員
は
、
次
の
人

で
す
0

・
大
谷
正
明
(
春
賀
・
七
十
六
歳
)
再

・
赤
坂
繁
樹
(
野
田
・
七
十
一
歳
)
再

・
三
瀬
糸
平
(
中
村
・
七
十
六
歳
)
新

・
保
檀
広
(
西
大
洲
・
六
十
七
歳
)
新

委
員
長
は
、
赤
坂
繁
樹
氏
で
す
。

補
充
員
は
次
の
人
で
す
。

-
大
野
中
川
直
(
宇
津
・
六
十
六
歳
)

・
村
本
喜
計
(
新
谷
・
五
十
九
歳
)

・
松
本
孝
義
(
大
洲
・
丘
十
八
歳
)

・
横
田
等
(
五
郎
・
六
十
八
歳
)



多
く
の
権
利
と
義
務
が
生
じ
ま
す
。

し
か
し
、
-
一
十
ぷ
に
な
っ
た
ば
か
り

の
私
達
に
は
、
ピ
ン
と
こ
な
い
面
も
あ

り
ま
す
。
次
の
時
代
に
生
き
る
私
達
一

人
ひ
と
り
が
、
何
を
な
す
べ
き
か
を
真

剣
に
考
え
、
一
人
前
の
大
人
と
し
て
、

ま
た
、
一
人
の
社
会
人
と
し
て
の
臼
覚

を
侍
っ
て
生
き
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
私
達
に
は
、
一
一
十
一
世
紀

を
生
き
る
人
間
と
し
て
の
熱
い
期
待
が

か
か
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
-
一
ト
歳
に
な
っ
た
か
ら
と

い
っ
て
、
突
然
円
立
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
成
人
と
な
っ
た
今
、
白
分
に

与
え
ら
れ
た
可
能
性
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
、
期
待
に
応
え
ら
れ
る
人
間
に
な
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

社
会
人
と
し
て
の

一
十
歳
に
な
れ
ば

自
覚
を

社
会
人
の

人
で
す

大人としての責任を

成人おめでとう

「瓦では|、.結た

!事 i婚ちlι蚕;:!;Iで、に
し一三_.J きな

間入手 2
わを口
れ見 7 

るるお
自重
督宝
{t 

泰幸

おおず

(型
民
法
で
は
、
未
成
年
で
結
婚
し
て
い

…
る
場
合
を
除
き
「
満
-
一
十
年
ヲ
以
一
ア
成

一
人
ト
ス
し
(
第
一
二
条
)
と
明
記
さ
れ
て

…
お
り
、
は
た
ち
に
な
っ
て
初
め
て
、
社

一
会
的
・
法
的
に
-
人
前
の
社
会
人
と
し

一
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

で
は
、
ム
人
前
の
社
会
人
と
し
て
抜

…
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
は
、
具
体
的
に

一
ど
う
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
。

一
財
産
の
処
分
、
金
銭
の
貸
し
借
り

小
遣
い
な
ど
を
別
に
す
れ
ば
、
未
成

考
え
方
な
ど
様
々
な
こ
と
を
学
ぶ
は
ず
一
年
者
は
た
と
え
自
分
の
財
産
で
あ
っ
て

で

す

。

一

も

、

保

護

者

の

承

諾

な

し

に

売

っ

た

り

し
か
し
私
は
、
そ
れ
ら
を
桁
呑
(
う
一
買
っ
た
り
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
成
人

の
み
)
に
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
一
に
な
る
と
自
分
の
責
任
で
そ
れ
が
で
き

方
法
で
吸
収
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
一
ま
す
。
ま
た
、
お
金
の
貸
し
借
り
に
っ

そ
し
て
、
自
分
を
見
失
う
こ
と
な
く
、
一
い
て
も
同
じ
で
す
。

周
聞
の
人
々
に
と
け
込
ん
で
い
き
た
い
一
就
職
成
人
に
な
る
と
、
保
護
者
の
同

と
思
い
ま
す
。
こ
の
二
十
年
間
で
、
私
一
意
が
な
く
と
も
職
業
に
就
く
こ
と
が
で

な
り
に
自
分
の
心
の
芯
と
な
る
も
の
を
一
き
ま
す
。

作
っ
て
き
た
つ
も
り
で
す
。
だ
か
ら
、
…
養
子
縁
組
未
成
年
者
が
養
子
に
な
る

周
囲
に
流
さ
れ
ず
、
多
く
の
経
験
を
積
一
と
き
は
、
原
則
と
し
て
家
庭
裁
判
所
の

み
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
吸
収
し
て
、
今
一
許
可
が
必
要
で
す
。
成
人
に
な
る
と
、

の
こ
の
時
を
無
駄
に
せ
ず
生
き
て
い
き
一
自
分
の
意
志
で
養
子
に
な
る
こ
と
が
で

た

い

と

思

い

ま

す

。

一

き

、

さ

ら

に

は

養

子

を

も

ら

う

こ

と

も

最
後
に
、
私
を
こ
こ
ま
で
育
て
て
く
一
で
き
ま
す
。

れ
た
両
親
、
そ
の
他
大
勢
の
人
々
に
深
…
結
婚
男
は
十
八
歳
、
女
は
十
六
歳
に

く

感

謝

し

ま

す

。

一

な

る

と

結

婚

で

き

ま

す

。

た

だ

し

、

こ

一
れ
は
父
母
の
同
意
が
あ
れ
ば
の
話
で
す
。

社
会
人
と
し
て

扱
わ
れ
る

森山・東

石岡

広報

は
た
ち
に
な
る
と
、
選
挙
権
が
与
え

ら
れ
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
選

挙
権
を
投
票
と
い
う
形
で
行
使
す
る
こ

と
に
よ
り
政
治
に
参
加
し
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
「
だ
れ
に
投
票
し
て
も

同
じ
し
と
棄
権
し
て
し
ま
う
人
が
い
ま

す
。
ま
た
、
「
自
分
の
考
え
と
候
補
者

の
公
約
が
一
致
し
な
い
し
と
い
っ
た
理

由
で
棄
権
す
る
人
も
い
ま
す
。

こ
れ
で
は
、
あ
な
た
の
意
志
は
少
し

も
政
治
に
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
逆
に
、

自
分
で
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
思
っ
て

い
る
人
が
当
選
す
る
ー
ー
と
い
う
結
果

を
招
か
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
こ
れ
か
ら
手
に
す
る
一
票

は
、
自
分
の
代
弁
者
と
同
時
に
、
代
弁

者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
思
う
人

を
拒
絶
す
る
手
段
で
も
あ
る
の
で
す
。

き
あ
、
こ
れ
か
ら
は
あ
な
た
の
手
元

に
も
「
投
票
所
入
場
券
」
が
送
ら
れ
て

き
ま
す
。
自
分
の
代
弁
者
に
ふ
さ
わ
し

い
入
、
自
分
の
考
え
に
近
い
人
、
信
頼

の
わ
け
そ
う
な
人
を
選
ん
で
、
そ
の
人

の
行
動
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
権
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
。

宮
④
2
1
1
1
内
線
2
6
9

J

一
一
年
経
て
ば
三
つ
に
な
る
し
と
い

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
間
時
が
た
て

ば
、
そ
れ
相
応
の
変
化
成
長
を
す
る
も

の
で
、
歳
月
は
い
た
ず
ら
に
経
過
す
る

も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
世
に
生
ま
れ
て
二
十
年
、
ム
一
卜

代
の
新
し
い
門
出
町
成
人
ω

と
な
り
、

明るい市づくりにつとめる

多
く
の
人
と

接
し
た
い

成
人
と
な
っ
た
み
な
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
は
た
ち
に
な
る
と
、

大
人
と
し
て
の
責
任
が
自
分
の
意
志
と

は
関
係
な
し
に
の
し
か
か
っ
て
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
一
人
の
人
間
と
し
て
判
断
、

行
動
が
、
社
会
的
に
も
法
的
に
も
認
め

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
洲
市
で
は
、
男
二
百
十
三
人
、
女

二
百
四
十
二
人
、
計
四
百
五
十
五
人
が

成
人
に
達
し
ま
し
た
。
代
表
し
て
、
二

人
に
成
人
と
な
っ
た
決
意
を
述
べ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

、句え

常態町6-2

二宮千栄子

郷土を愛し、

二
十
歳
を
迎
え
た
と
い
っ
て
も
、
私

達
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
、
学
ば
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
私
は
、
自
分
を
み
が
く

た
め
に
、
数
多
く
の
人
と
接
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
人
に
対

す
る
思
い
や
り
、
物
事
に
対
す
る
姿
勢
、

(3) 
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大
洲
市
は
昭
和
二
十
九
年
に
市
制
を
施
行
し
、
今
年
は
三
十
年
を
迎
え
一

一

ょ

う

と

し

て

い

ま

す

。

一

三
十
年
を
目
前
に
し
た
昭
和
五
十
七
年
七
月
に
H

大
洲
市
の
未
来
を
展
一

一
望
し
よ
う
υ

と
「
大
洲
市
を
考
え
る
百
人
委
員
会
し
が
発
足
し
ま
し
た
。
初
一

一
年
度
は
七
回
の
講
演
学
習
会
を
開
き
、
大
洲
市
の
現
状
な
ど
を
学
習
し
ま
…

…
し
た
。
二
年
度
の
昨
年
は
六
つ
の
部
会
に
分
か
れ
て
よ
り
具
体
的
な
検
討
…

…
を
重
ね
、
内
活
力
あ
ふ
れ
る
健
康
の
ま
ち
大
洲
H

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

一
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
を
要
約
し
ま
し
た
。

二
十
一
世
紀
へ
向
け
て
の
検
討
課
題
を
提
言
に
ま
と
め
て
、
こ
の
ほ
ど
一

最
終
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
を
終
え
ま
し
た
。

大
洲
市
の
二
ト
J

世
紀
を
展
望
す
る

と
き
、
様
々
な
問
題
が
提
起
さ
れ
て
き

ま
す
。高
度
成
長
の
時
代
が
終
り
、
安
定
成

長
の
時
代
と
な
っ
た
今
、
市
民
の
一
人

ひ
と
り
が
経
済
的
に
も
精
神
的
に
も
豊

か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
ど
う
す
べ

き
か
が
間
わ
れ
て
い
ま
す
。
行
人
委
員

会
は
、
大
洲
市
の
現
状
の
分
析
か
ら
始

め
、
理
想
的
な
街
マ
つ
く
り
を
す
る
た
め

に
は
ど
う
す
べ
き
か
の
課
題
に
つ
い
て

各
点
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
ま
し
た
。

次
の
時
代
に
は
、
大
洲
市
の
基
幹
産

業
内
曲
室
戸
を
中
心
に
、
商
工
観
光
業

が
一
体
と
な
っ
た
活
力
あ
る
市
民
総
参

加
の
ま
ち
守
つ
く
り
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
の
基
盤
と
し
て
は
次
の
四
つ
が
重
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。

ー
、
人
が
定
住
す
る
地
域
マ
つ
く
り
0

2
、
知
的
産
業
と
し
て
新
し
い
農
業
、

農
村
を
育
て
、
地
場
産
業
を
械
と
し

て
地
域
経
済
の
活
性
化
を
阿
る
。

3
、
地
域
の
歴
史
と
伝
統
に
根
づ
い
た

文
化
・
教
育
に
よ
る
郷
土
を
愛
す
る

大
洲
人
の
育
成
。

4
、
自
然
を
生
か
し
、
健
康
と
文
化
部

市
を
め
ざ
し
、
大
洲
ら
し
い
ま
ち
寸
つ

く
り
と
観
光
の
開
発
。

こ
の
同
つ
の
基
盤
、
、
つ
く
り
の
た
め
に

い
ハ
部
会
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
提
言
、
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
各
部
会
の
概
要
は
次
の
と
わ

り
で
す
。人

材
を
養
成
し

大
洲
の
特
色
を

基
幹
産
業
の
農
業
、
ま
た
山
林
面
積

の
多
い
大
洲
に
と
っ
て
、
農
林
業
の
将

米
を
考
え
る
こ
と
は
不
可
欠
の
条
件
の

-
つ
で
す
。

過
渡
期
に
あ
る
農
林
業
の
中
に
あ
っ

て
、
大
洲
市
の
農
林
業
は
ど
の
よ
う
な

か
向
に
進
む
の
が
よ
い
の
か
、
ま
た
、

ど
の
よ
う
な
対
策
を
講
ず
れ
ば
よ
い
の

か
、
将
来
的
な
課
題
、
問
題
は
山
積
し

て
い
ま
す
。

農
林
業
の
市
場
は
拡
大
多
様
化
を
続

け
、
現
在
で
は
日
本
の
み
で
な
く
、
外

国
と
の
間
に
も
産
地
問
の
競
争
は
与
在

し
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
状
況
ド
に
む

い
て
、
大
洲
の
農
林
業
産
品
の
市
場
を

確
保
し
振
興
さ
せ
る
た
め
に
は
、
次
の

一
今
一
点
を
重
点
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

農
林
業
の
基
盤
“
つ
く
り
の
た
め
の

三
つ
の
目
標

1
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
を
担
う
、
意
欲

あ
る
後
継
者
を
養
成
す
る
。

2
、
質
・
量
と
も
に
高
い
評
価
が
得
ら

れ
る
よ
う
な
特
産
品
を
つ
く
り
あ
げ
、

産
地
形
成
を
は
か
る
。

3
、
白
然
条
件
を
生
か
し
、
地
域
の
実

態
に
応
ピ
た
生
産
基
盤
の
整
備
を
は

か
る
。
人
材
養
成
の

円
百
人
農
場
U

を

物
事
を
実
施
す
る
た
め
に
は
、
優
秀

な
人
材
が
な
け
れ
ば
成
功
し
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
、
農
業
後
継
者
長
成
の
た

め
に
、
国
営
造
成
地
内
に
、
実
験
的
な

H

百
人
農
場
H

を
つ
く
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
新
し
い
作
目
や
技
術

を
学
び
、
消
費
者
や
同
業
の
若
者
と
交

流
で
き
る
場
所
つ
く
り
を
し
ま
す
。
こ

の
中
か
ら
、
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成

し
、
中
核
と
な
り
活
躍
し
て
も
ら
い
ま

す。
ま
た
、
学
校
教
育
に
不
足
し
が
ち
な

地
域
の
産
業
教
育
の
場
と
し
て
、
こ
の

農
場
を
開
放
し
、
農
業
を
体
験
さ
せ
ま

大
洲
の
特
色
あ
る
産
品
を

大
洲
の
農
業
が
足
腰
の
強
い
も
の
に

な
る
た
め
に
は
、
主
体
性
が
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
州
大
洲
の
く
り
H

ヘ献
血業事発閉山也，dyL

，
 

農
ヰ[口口

料
固

と
か
H

大
洲
の
し
い
た
け
υ

と
い
う
よ

う
に
特
産
品
化
し
た
作
目
を
育
成
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
多
様
化
す
る

消
費
者
市
場
の
ニ
!
ズ
に
対
応
す
る
よ

う
な
形
で
の
、
大
洲
の
特
産
品
を
作
り

出
し
て
い
く
こ
と
が
急
務
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
個
々
の
品
目
の
振

興
策
を
先
進
地
に
浩
司
ぷ
と
か
優
良
農
家

の
経
営
状
況
に
つ
い
て
…
一
子
ぶ
こ
と
も
必

要
で
す
。
農
地
の
再
整
備
を

大
洲
盆
地
を
中
心
に
中
・
山
間
地
帯

の
多
い
大
洲
に
お
い
て
は
、
農
地
の
再

整
備
を
行
う
こ
と
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

平
坦
農
地
に
お
い
て
は
、
区
画
排
水

整
備
を
実
施
し
て
、
雨
量
が
多
い
場
合

の
冠
水
、
浸
水
対
策
を
推
進
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

中
山
間
地
帯
に
お
い
て
は
、
国
営
農

地
開
発
事
業
で
畑
地
を
造
成
し
、
平
坦

地
以
上
の
大
規
模
な
耕
地
の
確
保
を
行

い
、
機
械
化
に
よ
る
高
生
産
性
農
業
を

推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

中
山
間
部
の
既
存
耕
地
は
、
面
積
が
小

さ
く
、
経
営
効
率
が
悪
い
の
で
、
条
件

に
合
っ
た
活
用
の
工
夫
が
な
さ
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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現
状
を
打
破
し

新
し
い
ス
テ
ッ
プ
ヘ

農
業
の
近
代
化
、
機
械
化
に
と
も
な

い
、
農
産
物
の
生
産
九
一
一
引
は
増
加
し
続
け

で
き
ま
し
た
。
一
方
、
農
産
物
の
生
均

過
剰
、
価
格
の
低
迷
と
い
う
現
象
も
出

て
き
て
、
農
家
の
所
得
は
横
ば
い
傾
向

の
剥
状
に
あ
り
ま
す
。

射
状
の
大
洲
の
農
業
は
、
市
場
競
争

力
の
あ
る
産
品
が
な
く
、
必
ず
し
も
生

長
性
の
一
品
い
農
家
経
常
が
行
わ
れ
て
い

る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
の
一
つ
の
要

国
と
し
て
、
生
産
地
と
別
の
次
元
で
動

く
、
巨
大
な
流
通
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。

銘
柄
産
地
の
形
成
を

大
洲
の
農
業
が
将
来
、
豊
か
な
も
の

に
な
る
た
め
に
は
、
生
産
か
ら
販
売
ま

で
ゐ
は
し
た
努
力
が
必
要
で
す
。
作
物

の
市
場
価
格
が
出
い
か
ら
と
い
っ
て
、

投
機
的
な
出
前
を
す
る
の
で
は
な
く
、

ま
と
ま
っ
た
ほ
を
定
期
的
に
決
っ
た
市

場
へ
山
荷
し
て
、
点
地
と
し
て
の
信
用

を
得
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

安
定
し
た
農
家
科
目
を
可
能
に
す
る

た
め
に
、
日
以
低
価
格
保
証
制
度
の
導
入

の
険
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
川
棋
の
変

動
の
極
端
に
尚
い
時
と
低
い
時
の
両
方

を
カ
ッ
ト
し
て
、
平
均
的
な
価
格
を
保

証
す
る
仕
組
み
を
考
え
る
時
に
な
っ
て

い
ま
す
。

消
費
者
の
好
み
は
、
年
々
変
化
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
的
確
に
と
ら
え
、
生

産
に
反
映
で
き
る
組
織
守
つ
く
り
を
進
め

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
銘
柄
産
地
を
形

成
す
る
単
位
組
織
を
強
化
す
る
時
期
が

き
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
統
-
さ
れ
た
出
品
質
、
(
鮮

度
、
味
、
見
映
え
、
規
倍
化
)
の
も
の

大洲市を考える百人委員会活動状況
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を、

A

人
足
ハ
叫
、
定
期
的
に
安
定
山
中
何
が

前
艇
と
会
り
ま
す
。
こ
れ
を
行
う
た
め

に
、
生
日
正
、
山
荷
の
両
面
に
わ
た
っ
て

命
中
ミ
日
後

14KEF-J
、
ニ
ミ
月
七
工

日
J
L
4
;司
ノ
グ
よ
と

4
3ト
J
l
f土
ポ
リ

の
育
成
を
与
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

地
域
内
流
通
の
再
検
討

農
村
都
市
大
洲
の
消
費
者
は
、
地
元

で
生
注
さ
れ
る
新
鮮
な
農
ぷ
物
を
安
心

し
て
食
べ
た
い
と
即
?
の
は
内
然
の
こ

と
で
す
。
し
か
し
、
流
通
体
系
は
必
ず

し
も
、
大
洲
の
農
反
日
山
の
一
部
が
地
一
応

で
消
費
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

同
じ
作
物
が
大
洲
で
生
産
さ
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ぷ
外
立
の
物
を

買
う
こ
と
に
な
る
の
か
、
ま
た
、
大
洲

で
生
産
さ
れ
た
物
が
松
山
へ
行
き
一
反
っ

て
来
で
高
く
な
っ
た
も
の
を
買
う
こ
と

に
な
る
の
か
。
こ
こ
に
、
接
雑
多
様
化

し
た
庇
通
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。

地
域
内
流
通
を
可
能
に
す
る
た
め
に

第 51"j，i"~iífi 、，<門会(俣市);(:物流通、

(:';f¥ 
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;';1;会ごとに今後の活動)j

は
、
生
産
主
、
小
売
業
者
、
消
費
者
が

結
ば
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
り

ま
す
。
中
間
の
業
主
を
で
き
る
だ
け
限

り
除
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
消
費
者
は
安

い
午
虐
げ
山
を
子
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
地
域
内
流
通
の
場
と
し
て
、
新
し

い
形
の
「
市
し
を
形
成
す
る
こ
と
も
考

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
健
康
が
重
視
さ
れ
る
時
代
に

あ
っ
て
は
、
内
自
然
食
品
山
へ
の
需
要
も

巾
1
然
生
ま
れ
て
き
ま
す
。
地
域
内
で
生

注
さ
れ
た
無
農
薬
の
れ
然
食
品
の
版
路

を
確
保
す
る
こ
と
も
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。こ
れ
ら
の
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め

に
は
、
新
し
い
正
確
な
情
報
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。
情
報
の
ネ
ッ
ト
・
ワ

ー
ク
を
備
え
た
新
し
い
農
業
へ
の
転
換

の
時
期
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

かれて、

主!を;k>i，(オリ工ンテ シニIン)

九;'m会にわ、いて、治/llJ起をiiJf究，i、j
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百
人
委
員
会
の
最
終
レ
ポ
ー
ト

おおず

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

一
・
五
次
産
業
を

広報

伊
予
の
小
京
都
と
い
わ
れ
、
清
流
肱

川
と
緑
の
山
々
に
凶
ま
れ
た
、
郷
土
大

洲
、
し
か
し
、
大
洲
は
藩
制
時
代
か
ら

農
業
を
根
幹
と
し
て
歴
史
は
流
れ
て
き

ま
し
た
。

地
場
産
業
と
し
て
訪
れ
る
も
の
は
、

か
つ
て
、
大
洲
利
紙
、
大
洲
の
生
糸
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
庄
は
生
糸
の

生
産
が
残
っ
て
い
る
紅
度
で
す
。
大
洲

に
お
い
て
は
、
農
林
産
物
を
素
材
と
し

た
(
-
一
九
次
庄
吐
い
ポ
の
可
能
性
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
地
域
の
特
性
を
生
か
し
て

こ
そ
川
地
場
注
業
り
と
呼
べ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

行人委員会レポー

-
五
次
産
業
の
可
能
性

一
・
五
次
産
業
と
は
、
地
元
一
次
産

品
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
原
料
な
地
型

の
製
造
業
の
こ
と
で
す
。
そ
の
発
展
が

地
元
の
第
一
次
産
業
の
振
興
に
も
大
い

に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

大
洲
の
一
・
五
次
産
業
を
考
え
る
と

き
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
で
し
ょ
う
か
。

ま
ゆ
州
大
洲
の
生
糸
ω

は
、
良
質
生

糸
の
代
名
詞
の
よ
う
に
い
わ
れ
た
伝
統

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
今
、
伊
予
蚕

糸
農
協
連
の
工
場
に
残
さ
れ
、
操
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
地
場
の
生
注
品
と
し
て
与

え
る
場
合
、
関
連
の
注
業
が
な
く
素
材

を
生
一
片
す
る
だ
け
に
終
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
剥
状
を
打
破
す
る
た
め
に
は
、
行

政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
た
努
力
と
新

し
い
経
想
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

竹
製
品
大
洲
の
竹
は
良
質
の
も
の
と

し
て
の
伊
川
が
あ
り
、
竹
製
品
を
加
工

す
る
業
完
が
市
内
に
数
多
く
あ
っ
た
こ

と
は
、
に
低
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど
の
化

予
素
材
の
汗
及
に
よ
り
減
退
の
道
を
歩

ん
で
い
ま
す
。
自
然
の
素
材
が
価
値
を

持
つ
時
代
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
の
で
、

竹
の
素
材
の
良
さ
を
べ

l
ス
に
し
た
加

五
業
の
存
続
を
凶
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

農
林
産
品
大
洲
に
は
多
椅
多
様
の
農

林
必
品
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
-
次
正
問
日
山

を
素
材
に
し
て
、
種
々
な
加
工
製
品
が

与
え
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
什
菜
法
、

シ
イ
タ
ケ
カ
ス
涜
、
イ
チ
ジ
ク
ジ
ャ
ム

な
ど
な
ど
で
す
。

極
々
な
素
材
が
あ
る
の
で
す
か
ら
、

大
洲
ら
し
い
注
目
川
を
加
工
す
る
こ
と
が

可
能
の
は
ず
で
す
。

加
工
品
を
製
造
す
る
よ
り
同
難
な
こ

と
は
、
版
路
の
時
保
で
す
。
少
民
生
産

の
加
工
品
を
お
に
売
っ
て
く
れ
る
業
与

も
簡
単
に
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
版
路

の
確
保
も
重
要
な
課
題
で
す
。

こ
う
し
た
小
さ
な
試
み
の
力
を
結
集

す
る
怠
昧
に
む
い
て
も
、
地
域
振
興
の

拠
点
と
し
て
「
地
場
注
業
振
興
研
究
所
し

の
よ
う
な
施
設
の
設
置
も
必
要
と
思
わ

れ
ま
す
。

駐
車
場
の
整
備
を
急
ぎ

商
庖
街
の
活
性
化
を

町
九
村
が
合
併
し
、
大
洲
市
制
を

本
町
一
商
庖
街

施
行
し
た
昭
和
-
一
十
九
年
当
時
、
大
洲

市
の
人
口
は
四
万
七
千
人
を
数
え
て
い

ま
し
た
。

A
ノ
現
花
、
凹
万
人
弱
の
人
口

で
す
。
市
内
の
人
川
の
減
少
を
考
え
れ

ば
、
大
洲
市
の
購
売
力
は
低
下
し
た
と

与
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
人
々
の
日

常
行
動
閣
の
拡
大
を
考
え
れ
ば
、
大
洲

市
の
商
白
街
は
、
喜
多
郡
大
洲
市
の
中

段
的
役
割
を
持
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

一
方
、
商
業
界
に
お
い
て
は
、
フ
ジ
、

A
ゴ一
l
プ
な
ど
の
日
一
一
位
版
白
が
進
出
し
、

一
般
商
業
告
に
少
な
く
な
い
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
交
通
体
系
の

変
化
に
よ
り
、
従
前
の
尚
~
目
的
の
形
成

で
は
、
消
費
主
に
安
心
し
て
シ
ヨ

y
ピ

ン
グ
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
大
洲
市
商
一
回

日
山
は
、
北
日
な
が
ら
の
体
質
を
変
え
て
い

な
い
な
ど
数
多
く
の
問
題
を
か
か
え
て

い
ま
す
。

駐
車
場
の
確
保
を
進
め
る

現
花
の
大
洲
市
は
、
北
け
な
が
ら
の
街

並
み
、
ま
た
、
ク
ル
マ
社
会
の
急
速
な

進
出
な
ど
に
よ
っ
て
、
ロ
物
客
に
ト
分

な
駐
ト
半
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
る
と

は
A

一
一
一
け
い
が
た
い
状
記
に
あ
り
ま
す
。
市

J
V
J

の
交
通
の
安
衡
と
い
う
地
点
に
あ
り
、

大
洲
市
の
交
通
渋
滞
は
慢
性
化
し
て
い

宇
品
、
す
。交
通
体
系
、
ま
た
、
駐
車
ス
ペ
ー
ス

の
問
題
は
、
伺
々
人
の
努
力
に
も
限
界

が
あ
り
ま
す
。
行
政
と
民
間
が
一
体
と

な
り
、
よ
り
ト
行
効
な
子
段
で
こ
れ
ら
の

問
題
に
付
処
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ο

町
山
ト
半
山
川
の
問
題
は
ど
こ
の
卸
仰
山
に
む

い
て
も
頭
を
悩
ま
す
問
題
の
今
つ
で
す
。

部
会
で
は
、
ま
ず
、
駐
車
場
の
現
状
の

分
析
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
肱

市
の
中
心
街
に
は
、
買
物
客
用
の
駐
車

場
が
な
く
、
ま
た
肱
北
に
お
い
て
も
十

分
で
な
い
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果
を
基
本
に
、
官
民
一
体
と

な
っ
た
「
駐
車
場
問
題
協
議
会
し
を
つ

く
り
、
こ
の
問
題
へ
の
積
極
的
な
取
り

組
み
を
要
望
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

大洲市駐車場の現状
S 58. 8. 31現在

肢; I半i 肱 ;!t

個人(有料) 504 577 1.081 

個人(無料) 105 1.064 1.169 

公共駐車場 444 230 674 

J十 1.053 1.871 2.924 

必 安企 主主 1. 816 2.163 3.979 

商
庖
街
の
活
性
化

肱
市
、
肱
北
地
ぱ
一
と
も
、
商
白
街
近

代
化
の
必
要
性
は
平
く
か
ら
い
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
パ
量
販
屈
と
地
一
応
商
庖
街
が

共
存
す
る
た
め
に
も
、
近
代
化
は
急
務

と
い
え
ま
す
。
出
舗
の
共
同
化
、
各
百

舗
の
個
性
化
、
近
代
化
な
ど
方
策
は
多

岐
に
わ
た
り
ま
す
。

商
出
街
を
活
性
化
し
て
い
く
た
め
に

多
く
の
障
害
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
-
つ
-
つ
を
乗
り
越
え
て
行
く
こ

と
が
活
性
化
へ
の
道
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。



おおず

市
民
の
手
で

美
し
い
ま
ち
ヘ

豊
か
な
自
然
と
歴
史
の
香
り
が
漂
う

城
下
町
大
洲
は
、
観
光
資
源
が
豊
富
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
四
季
折
々
の
風
物

詩
に
も
こ
と
か
き
ま
せ
ん
。
f
っ
か
い
〆

H

い
も
た
き
H

な
ど
大
洲
の
味
を
見
事

に
演
出
し
て
い
る
行
事
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
全
国
的
な
傾
向
と
は
い
え

大
洲
市
を
訪
れ
る
観
光
客
は
横
ば
い
状

態
で
す
。
大
洲
の
観
光
は
、
日
帰
り
観

光
だ
と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
。
そ
の
原
因

を
究
明
し
、
大
洲
に
欠
け
て
い
る
も
の

は
何
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

広報ト

宿
泊
客
の
増
加
の
た
め
に
は

大
洲
を
訪
れ
る
観
光
客
の
意
見
と
し

て
、
大
洲
の
夜
が
い
か
に
も
さ
び
し
い

と
い
う
声
が
あ
り
ま
す
。
商
屈
街
が
早

ぐ
屈
を
閉
め
て
し
ま
う
の
で
、
ま
ち
を
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散
策
す
る
楽
し
み
が
な
い
。
ま
た
、
飲

食
庖
に
ゆ
か
た
が
け
の
観
光
客
が
や
っ

て
来
る
こ
と
も
少
な
く
、
「
夜
の
観
光
」

が
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

健
全
な
姿
の
大
洲
の
観
光
の
方
向
で

位
置
づ
け
進
め
る
か
、
ま
た
、
「
夜
の
観

光
し
な
ど
を
導
入
し
た
大
量
消
費
型
観

光
に
す
る
か
、
議
論
が
分
か
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
宿
泊
客

の
増
加
が
な
け
れ
ば
、
大
洲
の
観
光
の

進
展
は
望
め
ま
せ
ん
。

美
し
い
ま
ち
へ
の
飛
躍

大
洲
の
観
光
の
よ
さ
は
、
観
光
資
源

の
多
さ
で
は
な
く
、
大
洲
な
ら
で
は
の

景
観
や
快
適
な
地
域
環
境
が
魅
力
を
つ

く
り
出
し
て
い
る
も
の
で
す
。
自
然
、

史
跡
、
ま
た
人
々
が
住
む
街
並
み
、
そ

れ
ら
が
一
体
と
な
っ
て
大
洲
の
よ
さ
を

か
も
し
出
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
大
洲
の
よ
さ
を
残
す
た
め
に
は
、

市
民
の
一
人
ひ
と
り
が
自
覚
を
持
ち
、

さ
ら
に
H

美
し
い
ま
ち
H

に
飛
躍
す
る

よ
う
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

大
洲
に
住
み
暮
す
、
わ
れ
わ
れ
が
大
洲

の
よ
さ
を
十
分
に
認
識
し
、
観
光
客
に

誇
り
う
る
H

ふ
る
さ
と
H

だ
と
い
え
る

こ
と
こ
そ
第
一
歩
と
い
え
ま
す
。

結
局
、
大
洲
の
観
光
を
飛
躍
さ
す
根

幹
は
、
わ
れ
わ
れ
市
民
が
よ
い
ふ
る
さ

と
を
創
造
し
て
い
く
こ
と
な
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
た
め
に
は

観
光
客
に
適
切
な
情
報
を
提
供
す
る

シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
ま
た
、
大
洲
の
持

つ
魅
力
を
伝
え
る
仕
組
み
と
し
て
「
観

光
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
が
望
ま
れ
て
い

ま
す
。
案
内
所
、
お
み
や
げ
品
の
販
売
、

郷
土
料
理
屈
、
子
み
つ
く
り
技
術
の
体
験

な
ど
の
機
能
を
こ
の
セ
ン
タ
ー
に
集
中

さ
せ
ま
す
。

ま
た
、
城
下
町
大
洲
の
シ
ン
ボ
ル
と

し
て
、
天
守
閣
の
再
現
も
一
つ
の
課
題

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
た
め
に

は
、
こ
の
た
め
の
検
討
組
織
を
つ
く
り
、

他
地
域
の
事
例
を
研
究
し
、
市
民
ぐ
る

み
の
運
動
と
し
て
盛
り
上
げ
る
べ
き
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。

農
園
都
市
大
洲
の
特
色
を
生
か
し
た

観
光
農
園
、
市
な
ど
も
新
し
い
形
態
の

観
光
事
業
と
し
て
の
位
置
づ
け
も
必
要

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

よ
り
よ
い
消
費
者

へ
の
脱
皮
を

消
費
生
活
部
会
で
は
、
消
費
者
と
い

う
自
由
な
立
場
で
、
幅
広
い
意
見
の
提

出
が
あ
り
ま
し
た
。

生
産
側
の
一
方
的
な
押
し
つ
け
製
品

で
な
く
、
消
費
者
サ
イ
ド
に
立
脚
し
た

も
の
の
必
要
性
が
増
大
し
て
い
る
の
が

今
の
時
代
で
す
。
特
に
食
品
に
つ
い
て

は
、
毎
日
、
わ
た
し
た
ち
が
口
に
す
る

も
の
で
す
か
ら
、
最
大
の
関
心
が
寄
せ

ら
れ
て
当
然
で
す
。

健
康
食
品
の
見
直
し
を

多
種
多
様
な
農
産
品
を
生
産
し
て
い

る
大
洲
に
お
い
て
、
趣
味
人
の
健
康
食

品
守
つ
く
り
で
は
な
く
、
全
体
と
し
て
生

産
さ
れ
て
い
る
も
の
の
安
全
基
準
を
向

上
さ
せ
、
産
地
の
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
を

作
り
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
c

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
市
民
の
食
生
活

自
体
の
改
革
も
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
反
面
、
消
費
者
に
お
い
て

も
何
が
安
全
な
も
の
で
、
何
が
体
に
よ

く
な
い
か
を
学
び
、
賢
い
消
費
者
た
る

こ
と
も
要
求
さ
れ
ま
す
。
形
の
よ
い
み

か
け
だ
け
の
も
の
を
好
む
傾
向
が
ま
だ

多
分
に
残
っ
て
い
ま
す
。

消
費
者
自
ら
の
子
に
よ
る
町
子
守
つ
く

り
食
品
H

を
利
用
し
、
家
庭
料
理
や
お

や
つ
な
ど
に
利
用
し
て
い
く
の
も
一
つ

の
方
法
で
す
。

環
境
美
化
の
推
進

観
光
都
市
大
洲
の
イ
メ
ー
ジ
を
保
つ

た
め
に
も
、
恵
ま
れ
た
臼
然
を
守
る
義

務
が
わ
た
し
た
ち
市
民
に
は
あ
り
ま
す
。

水
と
緑
を
守
る
た
め
に
、
市
民
は
何

を
す
べ
き
か
を
考
え
て
み
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
身
近
な
こ
と
で
は
、
清
流
肱

川
を
守
る
た
め
に
は
、
健
一
リ
ン
洗
剤
を

使
用
す
る
な
ど
、
ほ
ん
の
少
し
の
努
力

が
市
全
体
に
拡
大
す
れ
ば
、
大
き
な
効

果
を
生
み
ま
す
c

ま
た
、
ゴ
ミ
の
分
別
や
清
掃
な
ど
わ

た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
ほ
ん
の
少
し

の
努
力
で
、
環
境
美
化
を
推
進
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

消
費
者
セ
ン
タ
ー

消
費
者
に
必
要
な
情
報
を
提
供
し
、

よ
り
よ
い
消
費
者
に
な
る
た
め
の
教
育

を
行
う
な
ど
の
機
能
を
持
つ
、
「
消
費
者

セ
ン
タ
ー
し
の
要
望
も
提
出
さ
れ
ま
し

た。

こ
の
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
し
て
、
生

産
物
の
域
内
流
域
の
促
進
、
積
極
的
に

地
元
産
品
愛
用
運
動
の
展
開
な
ど
、
市

民
と
行
政
が
一
体
と
な
り
活
動
し
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
十
一
世
紀
を
展
望
し
て

百
人
委
員
会
の
最
終
提
言
の
概
要
は

以
上
の
通
り
で
す
。

長
期
間
に
わ
た
り
、
亘
討
に
討
議
、
検

討
を
重
ね
て
こ
ら
れ
た
委
員
の
み
な
さ

ん
の
ご
苦
労
に
対
し
、
心
よ
り
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。
い
た
だ
い
た
提
言
は
、

委
員
の
み
な
さ
ん
が
、
大
洲
市
の
一
円
付
来

を
考
え
た
結
果
の
も
の
で
い
ず
れ
も
貴

重
な
も
の
ば
か
り
で
す
。

提
言
は
、
近
い
将
来
実
現
が
可
能
な

も
の
、
ま
た
、
将
来
的
な
課
題
と
し
て

取
り
組
む
必
要
の
あ
る
も
の
な
ど
、
大

洲
市
の
二
十
一
世
紀
を
展
望
す
る
と
き

重
要
な
こ
と
ば
か
り
で
す
。
行
政
も
こ

の
提
言
の
趣
旨
に
添
い
、
努
力
を
重
ね

た
い
と
思
い
ま
す
。

将
来
へ
の
道
が
多
岐
に
わ
た
る
現
在
、

大
洲
市
の
将
来
を
よ
く
す
る
の
は
、
行

政
、
ま
た
、
わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

こ
れ
か
ら
の
努
力
で
す
。



(8) おおず

納
得
い
く
納
税
の
た
め
に

申

告

相

談

広報

を

市

擦

民

税

の

申

昌二
回

V
社
会
保
険
料
、
生
命
保
険
料
の
領
収

書
か
証
明
書
。

マ
医
療
費
控
除
を
受
け
る
と
き
は
、
医

療
費
の
領
収
証
か
証
明
書
。

マ
印
鑑
、
そ
の
他
控
除
に
必
要
な
書
類
。

申
告
書
は
お
届
け
し
ま
す

臼
主
中
告
を
な
さ
る
人
は
、
地
区
別

に
巾
告
書
の
用
紙
を
お
届
け
し
ま
す
。

な
む
、
中
告
相
談
該
当
劣
に
は
、
相

談
H
樫
に
あ
わ
せ
て
、
個
別
に
お
届
け

し
ま
す
。
た
だ
し
、
昨
年
、
税
務
者
へ

確
定
申
告
を
さ
れ
た
人
に
は
お
届
け
し

ま
せ
ん
の
で
、
今
年
、
確
定
申
告
を
さ

市
県
民
税
の
申
告
相
談
、
指
導
を
別

表
の
日
時
、
場
所
で
行
い
ま
す
。

こ
の
申
告
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

税
金
を
計
算
す
る
た
め
の
重
要
な
資
料

と
な
り
ま
す
の
で
、
対
象
の
人
は
、
期

日
ま
で
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

品い教養を身につける

申
告
義
務
の
あ
る
人

V
昭
和
五
十
九
年
一
月
一
日
現
在
、
市

内
に
住
所
の
あ
る
人
。

V
昭
和
五
十
八
年
中
に
給
与
所
得
以
外

に
営
業
、
農
業
、
地
代
、
家
賃
、
配

当
な
ど
の
所
得
が
あ
っ
た
人
。

健康なからだをつくり、

申
告
の
必
要
が
な
い
人

V
所
得
が
給
与
の
み
で
、
ほ
か
に
所
得

が
な
く
、
事
一
気
所
か
ら
給
与
支
払
報

告
書
が
市
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人
o

v
所
得
税
の
確
定
申
告
を
税
務
署
へ
中

告
す
る
人
。
申
告
に
つ
い
て

申
告
に
必
要
な
も
の

市民税申告相談@指導日程表

I也 区| 月 H 土蕩 所
ト

大 社H12…|市税務課

平 里米子|i 2.22 連絡所

序 :ii224| ク
大I1!)主手吾fiJi

2.27 i (蔵111)根え集会所

柳 沢 2.28 連絡所
ー一一 十品一一『
新芥| 2.29 // 

善| 3. 1 ウ

川凶r箔戒選 3 3. 3 ク

5~ 3.7 旦一|一大一二洲型一税7務2一1署i* 
申告指導 3.1~3.15

れ
な
い
人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

期
限提
出
期
限
は
、
三
月
十
五
日
で
す
。

所

得

税

所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
二
月
十
六

日
か
ら
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
申
告
期

限
は
三
月
十
五
日
で
す
が
、
期
限
間
近

に
な
り
ま
す
と
税
務
署
は
大
変
混
雑
し

ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
め
に
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

確
定
皇
口
の
必
要
な
人

V
事
業
を
し
て
い
る
入
、
不
動
産
収
入

の
あ
る
人
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た

人
な
ど
で
、
昭
和
五
十
八
年
中
の
所

得
金
額
の
合
計
額
が
、
基
礎
控
除
、

配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所

得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
て
い
る
人
。

曹
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
与
の
年
収
が

一
千
万
円
を
超
え
る
人
、
二
か
所
以

上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る
人
、
給

与
以
外
の
所
得
が
二
十
万
円
を
超
え

る
人
な
ど
で
す
。

。
正
し
い
申
告
を

3.

。
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

ず
行
人
が
申
告
を
し
な
か
っ
た
り
、
間
違
っ

∞
み
た
申
告
を
し
ま
す
と
、
後
で
不
足
の
税

9
掛
金
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
や

問
日
延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と

T
E、

飢
!
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
不
正
な
行
為

相
限
が
あ
っ
た
よ
う
な
場
合
に
は
、
普
通
よ

三
1

，4
1

付
制
り
重
い
加
算
税
が
諜
せ
ら
れ
ま
す
。

な
わ
、
確
定
申
告
を
し
な
く
と
も
よ

そ
の
他
詳
し
く
は
、
税
務
課
市
民
税

係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
④
2
1
1
1
内
線
2
1
7
・2
7
8

贈
与
税
の
申
告

リ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
雑
損
控
除
や
医

療
費
控
徐
、
住
宅
取
得
控
除
な
ど
が
受

け
ら
れ
る
人
は
、
確
定
申
告
を
し
て
税

金
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
c

こ
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
は
、

一
一
月
十
六
日
前
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

贈
与
税

2
月

1
日
i

贈
与
税
は
、
個
人
か
ら
財
産
を
も
ら

っ
た
と
き
に
、
財
産
を
も
ら
っ
た
人
に

か
か
る
税
金
で
す
。

昭
和
五
十
八
年
中
に
個
人
か
ら
も
ら

っ
た
財
産
の
価
額
の
合
計
額
が
六
十
万

円
を
超
え
る
と
き
は
、
贈
与
税
の
申
告

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
夫
婦
の
聞
で
居
住
用
不
動
産

な
ど
の
贈
与
が
あ
っ
た
と
き
、
一
定
の

要
件
に
当
て
は
ま
れ
ば
、
基
礎
控
除
六

十
万
円
の
ほ
か
に
、
配
偶
者
控
除
と
し

て
最
高
一
千
万
円
ま
で
が
課
税
価
格
か

ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

税
務
署
は
、
納
税
者
の
み
な
さ
ん
か

ら
の
申
告
を
受
け
付
け
処
理
す
る
窓
口

で
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
税
金
の
相
談
に

つ
い
て
も
、
担
当
の
職
員
が
わ
答
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

大
洲
税
務
署

宮
④
3
1
1
5



(9) おおず広報豊かな家庭と郷土を築く生産に励み、

児童委員

十
二
月
八
口
、
中
央
公
民
館
に
お
い

て
民
生
・
児
童
委
員
委
嘱
状
伝
達
式
お

よ
び
退
任
民
生
・
児
童
委
員
感
謝
状
伝

達
式
が
行
わ
れ
、
関
係
者
百
人
あ
ま
り

が
出
席
し
ま
し
た
。

民
生
・
児
童
委
子
、
は
、
各
地
域
に
お

い
て
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、

社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
よ
き
相
談
相
手
に
な
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

十
二
月
一
日
付
を
も
っ
て
、
厚
生
大

臣
お
よ
び
愛
媛
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
七
十
九
人
の
民
生
・
児
童
委
員
は
こ

れ
か
ら
三
年
間
、
各
地
域
に
お
い
て
大

切
な
役
割
り
を
果
た
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
近
田
市
長
よ
り
、
各
地
区
の
代
表

に
委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
三
年
間
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

• 

79人を委嘱

新しい民生

近田市長より参嘱状を受けとる新しい

民生児童委員

す。新
し
い
委
員
は
、
表
の
と
わ
り
で
す
。

ま
た
、
民
生
委
員
協
議
会
役
員
は
、
会

長
に
土
居
貞
雄
氏
、
副
会
長
に
京
文
道

氏
、
婦
人
部
長
に
渡
部
み
ね
子
氏
の
各

氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
、
長
年
、
民
生
・
児
童
委
員
を

務
め
た
十
五
人
の
退
任
者
に
厚
生
大
臣

感
謝
状
お
よ
び
大
洲
市
長
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
む
り

で
す
。

厚
生
大
臣
お
よ
び
大
洲
市
長
感
謝
状
受

賞
者
(
敬
称
略
)

谷
本
芳
夫
(
菅
田
)
山
中
ム
メ
カ

(
新
谷
)
大
塚
コ
ギ
ク
(
子
成
)

山
岡
秀
子
(
新
谷
)
武
知
H
雪
子
(
中

村
)
篠
浦
謙
太
郎
(
五
郎
)
上
田

宗
良
(
市
木
)
栗
田
清
見
(
上
須
戒
)

北
林
ヨ
シ
カ
(
中
村
)
金
野
茂
敬

(
黒
木
)
冨
永
香
代
子
(
春
賀
)

鎌
田
登
(
春
賀
)
中
野
ミ
サ
子
(
多

旧
)
魚
谷
年
子
(
中
村
)
稲
田
和

子
(
新
谷
町
)

声亙委員季児童委員名薄)

地区 大字 氏 名 8 世区 大字 氏 名 会 地灰 t大字 氏 名 合

大洲 平井繁義[4 幻461 平地 東 文道 4 -6630 柳|藤縄 井上 要 5 -0976 

" 沖本恒 4 -2219 平 " 務i也安儀 4 -2278 i 回 処 亀本春f 5 -4775 

清水安チ 3-5070 福山 1I事 3 -4033 
沢

徳田 E主夫 5 -2412 " " " 

肱 " 村上 守 4 -263可野 野田 永見宗俊 3 -4047 

" |長;竜ツヤコ 4 -4041 佐々 本7シチ 3 -2996 i新谷 野崎志(f千 5 -0681 
柚木 渡部みね子 4 -3324 大宅幸雄 5 -0384 

ク 白石成子 4 -6246 ! ~t ~( 梅林忌チ 4 -4268 新ク 岡部寅夫 5 -0366 

西大洲 岩出重喜 4 -2004 序j梅川 土居貞雄 4 -7528 " 大野 H主明 5 -3029 

南 i " 梶谷繁ム 4 -2680 久 稲積 上甲武ー 4 -7226 " 古川善政 5 -0197 

高山 新 完春 4 -4626 米 長谷 木戸ミヤコ 4 -7376 新谷町 八島君(¥ 5 -08ω 

阿蔵 歌原 栄 4 -5832 黒木 栗田 [，Xj夫 4 -4312 谷 喜多山 谷本長幸 S -0068 

高山 白石重之 4 -5473 " 河野宏道 |5-3m

藤}j 進 恋木 梅岡ま[5嘉 5-3116 

中村 丹羽ノプヱ 4 -6379 " 有友武liJ 5 -5070 

M: " 安養寺重磨 3 -3318 菅ク 里7戸干宇 5 -59叫:|春賀 能里T良♂ 6 -0167 

" 術部佐敏 4-3766 " 矢里i" ~.二光 5 -4769 祖母井千代千 6 -0097 

it ~F; 貞 r-i 4 -4641 |宇津 青久 久 熊里T高義" 5 -5424 i詳東宇11I 6 -0587 

常磐田I藤出トモチ 3-44ω " 吉旧 %i 7 -02231 多凹 大塚;長義 r- 6 -0309 
日。 大野孝子 7 -0277 I-~ 

若宮 浜田耕造 3 -2661 大竹 成I事冨待I 4 -3425 八多喜 菊池安 f 6 -0548 

" 大型f満子 4 -4006 J¥ " 楠里子八千代 6 -0026 

森山古玉gづ三 三シ 吉岡友睦 4 -3203 石joT 1白:r- 7 -0330 " 水本 勇 6 -0044 

:大 i 今

タ多r

江良[1 石村英子 3 -4772 西野清友 7 -0286 " 鶴岡通利 6 -1534 

l 尾山伊佐夫 4 -3587 [ [hY: 能栗旧 初一手 7 -0501 喜米津間;築業彰 6 -0090 

旧日梅原義明 4…威川阪道f 7 -0967 子成i;員内茂男 6 -0091 
二宮 崇 4-7655 I JI[ [ " 凶山義長 7 -0360 

事市木中野 勲 5-2358 I 神ノ倉末広 7 -0935 6 -1225 

f忠森、池田茂雄 5-4761 須 f ク 下岡俊 6 -0089 

須藤 寿 5-4667 柳柳 5 -5241 戒 ク 政所サワエ 6 -1273 

l沢 。 山崎誠 5 -2471 田丸 呈 6-11ω 
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おおず

標準小作料が改定されます

広報n然の美しさを生かし観光都市づくりにつとめる

農業委員会

今
年
は
、
み
な
さ
ん
が
小
作
料
決
定

の
目
安
と
し
て
お
ら
れ
る
「
標
準
小
作

料
L

の
改
定
年
に
あ
た
り
ま
す
。

そ
の
た
め
農
業
委
員
会
で
は
、
貸
し

手
、
借
り
手
代
表
、
市
、
普
及
所
、
農

協
な
ど
二
十
人
で
小
作
料
協
議
会
を
設

け
、
委
員
の
意
見
を
も
と
に
検
討
の
結

果
、
次
の
と
お
り
小
作
料
の
標
準
額
を

一
部
改
定
い
た
し
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
今
年
か
ら
の
契
約
小

作
料
は
、
こ
の
標
準
小
作
料
を
円
安
と

より

し
て
貸
し
手
、
借
り
手
双
方
が
十
分
協

議
の
う
え
、
納
得
い
く
額
を
決
定
し
て

く
だ
さ
い
。

従
来
の
契
約
小
作
料
を
変
更
し
た
と

き
は
、
所
定
の
様
式
に
よ
り
そ
の
旨
を

農
業
委
員
会
へ
届
け
出
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

な
お
、
わ
か
ら
な
い
点
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
地
元
農
業
委
員
ま
た
は
事
務
局

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

宮
④
2
1
1
1
内
線
2
1
9

大洲市標準小作料 (Hi'i和59年1月]日改定) ) 

農地の区分 小作料の標準額{ 備 考

(生産量)水柿 480kg

上 田 33，000円 闘場整備完 f又は、これに準
じるところで、袋業'!l道水路

田
等が整備されたトラクタ
ゴンハイノ利用可能な農地

の
(生産量)水稲 400kg

中 回 22，000円 k同よ、り耕現主主甚等、乃やや劣ると
ころで 機ーハインダー

音[51
利用可能な農地

(生産量)水干iii320kg 

下回 6，000円 iて凶・中日i以外のところど¥
機械化作業ヵ、 r1j;;~な農地

生(夏Jかほちゃ(5a) 2，OOOkq 

1'1 元 I c、か (5a)2，500kリ

土 畑 32，000円 l 旦(冬)はくさい!lua) 7 ，酬k~

t田
|| 記}こ1I道れ長地水にJ路準品干等じ'1開1がる1Iゐ主とι7主I笠古備こE一倍ろtさ完でれ、たf供、正{手卜、

ラケタ な農地

生(皇)か'"士、ゃ(5 a) 1，自SOkfJ

の
起 i' "か(5a) 2，45ukg 

開発闘以整備光[x_は、これ
に準じる既存のもの~で、排i主
機利m可能寺農地

ト一一一一
生(夏)さつまいも 80ukg 

点量(冬)裸麦 270kg 

円 /c畑 中畑以外のところで、
機同化作業が[村喜Itな農地

建
設
業
法
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
る

経
営
規
模
、
そ
の
他
経
営
に
関
す
る
事

項
の
審
査
が
終
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

参
加
要
項

昭
和
五
十
九
年
度
に
、
市
が
発
注
す

る
建
設
工
事
の
入
札
に
参
加
す
る
資
格

を
得
た
い
人
は
、
次
の
要
項
で
所
定
の

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て
は
、

※土地残1<jj式による襟 1告小11料=荘l収益 (総生fJR費用十
手玉i;¥{i縦訓)

※契約小作料の初が、この|メ:な[二以 jる傑准ノj、11ュ平↓より、 30
%を起える場企は、減額の勧~r;_対卑となります。

V
申
込
受
付
期
間

昭
和
五
十
九
年
三
月
一
日
か
ら
一
一

一
H
ま
で
。

V
申
込
受
付
場
所

大
洲
市
役
所
建
設
部
建
築
住
宅
課

詳
し
い
こ
と
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

市
建
築
住
宅
課
ま
で
。

宮
④
2
1
1
1
内
線
2
7
4

④
7
1
1
1
(
直
通
)

自
分
自
身
の

医
療
費
を
知
ろ
う

病
気
や
ケ
ガ
で
医
者
に
か
か
っ
た
と

き
、
ど
の
く
ら
い
の
金
額
が
使
わ
れ
た

の
か
。
自
分
自
身
の
医
療
費
を
知
っ
て

い
る
人
は
少
な
い
よ
う
で
す
。

医
療
費
の
ほ
と
ん
ど
は
、
月
々
の
保

険
料
や
税
金
な
ど
か
ら
支
払
わ
れ
て
お

り
、
わ
た
し
た
ち
が
病
院
の
窓
口
で
支

払
っ
て
い
る
お
金
は
、
国
民
医
療
費
全

体
で
み
る
と
、
約
一
割
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

実
際
に
か
か
っ
た
金
額
は
、
「
医
療

費
通
知
L

に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。普
及
し
て
き
た

医
療
費
通
知

こ
の
「
医
療
費
通
知
」
は
、
現
在
、

ほ
と
ん
ど
の
医
療
保
険
で
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
保
険
者
で
あ

る
政
府
、
健
康
保
険
組
合
、
市
町
村
な

ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
加
入
者
(
被

保
険
者
)
に
、
実
際
に
か
か
っ
た
医
療

費
を
直
接
九
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

「
医
療
費
通
知
」
は
、
昭
和
五
十
三

年
以
降
に
本
格
化
し
て
か
ら
、
わ
ず
か

数
年
間
で
か
な
り
普
及
し
ま
し
た
。
例

え
ば
、
市
町
村
に
つ
い
て
み
る
と
、
ほ

ぽ
一

O
O
%が
医
療
費
通
知
を
行
っ
て

い
ま
す
。
役
に
立
て
る
の
は

わ
た
し
た
ち
自
身

し
か
し
、
せ
っ
か
く
の
「
医
療
費
通

知
し
も
、
そ
れ
を
受
け
取
る
わ
た
し
た

ち
が
、
た
だ
漫
然
と
見
る
だ
け
で
は
効

果
は
半
減
し
て
し
ま
い
ま
す
。

実
際
に
か
か
っ
た
医
療
費
と
、
窓
口

で
支
払
っ
た
金
額
と
を
照
ら
し
合
わ
せ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

自
分
自
身
の
医
療
費
を
知
る
|
|
|

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
医
療
保
険

に
対
す
る
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

医療費通知のー例(国民健康保険の場合)

J二二空守ノ f 品 二~-f r4て 'T ，1， : :.芝 ミド

~ムムー ';1'寸 4ヰ<1て手 アバ ，3':1; t I:A 一 一，-ピ、

右手三日〕伝弓士、 Jゴノ三子 T -J ご おそL らせしよヨ

lJJl丁ムレ-石十町記二平示i手三ヲ
ト 1 ド:-fLL 斗νJ 干ソ戸~l， ，:_.s叫:3qE上21-:JiIJ
l~'r_o~に叫十ll;011グ11 竺L1
1 "__'~L _ll_'_壬I"j上__l_ L__I 上 J
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新しい電話番号

市外局番 o 8 9 3 

大 ~1十i 2X 

市
内 子

4X 

内
(五十崎)

長 ;eノ丘、 5X 

局

日左 )11 3 4 

番

j可 辺 3 9 

喜
多
郡
内
が
市
内
局
番
に

3
月
1
日
か
ら
一

一
ケ
タ
市
内
局
番

おおず

三
月
一
日
午
後
二
時
か
ら
、
大
洲
市

喜
多
郡
が
同
一
市
外
局
番
と
な
り
、
市

外
局
番
を
固
さ
な
く
と
も
通
話
が
で
き

る
区
域
と
な
り
ま
す
。
同
時
に
、
市
内

局
番
が
一
ケ
タ
か
ら
二
ケ
タ
と
な
り
ま

す。
例
え
ば
市
役
所
で
す
と

(旧
)
4
1
2
1
1
1

(新
)

2

4

2

1

1

1

と
一
ケ
タ
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
行
政
上
、
経
済
上
、
非
常

に
密
接
な
関
係
に
あ
る
周
辺
市
町
村
へ

市
外
局
番
を
回
す
こ
と
な
く
通
話
で
き

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
の
利
用
者
の

み
な
さ
ん
の
ご
要
望
に
こ
た
え
て
、
実

広報よい風習を育て、住みよい環境をつくる。

大
洲
電
報
電
話
局
よ
り

施
す
る
も
の
で
す
。

電
話
の
か
け
方
が
今
ま
で
と
少
し
変

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

利
用
上
の
注
意

V
プ
ッ
シ
ュ
ホ
ン
ご
利
用
の
人

短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
で
新
し
い
市
内
局
番

内
に
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
人
は
、
あ
ら

た
め
て
市
内
局
番
か
ら
セ
ッ
ト
し
な
お

し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

V

一
O
O
番
通
話

新
し
い
市
内
局
番
地
域
は
、
取
扱
い

ま
せ
ん
の
で
、
ダ
イ
ヤ
ル
で
直
接
お
か

げ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
大
洲
電
報
電
話
局

営
業
課
へ
。
宮
④
2
0
0
0
(
無
料
)

3
月
1
日
1
2
@
2
0
0
0×は前の市内局番

24-2208 

25-2901 

27-0200 

25-2400 

25-0024 

26← 0120 

26-0145 

26-0146 

PM2 : OO~) 

久米連絡所

田 i室 系各 戸斤

) 11 j車 系各 戸斤

t尺 i室 主各 戸斤
谷連絡所

善連絡所

多喜連絡所

須戒連絡所

( 3 . 1 大洲市関係の新しい電話番号

南
一
菅
一
大
一
柳
一
新
一
二
二
八
一
上

24-2111 

24-2151 

24-3775 

24-6100 

25-0947 

24-3161 

24-6302 

24-2431 

戸斤

F完

合
口
一
企
目
一
山
目
一
ム
百
二
汁

古
土
古
μ

一A
R
一A
R
て

F

市 役

大洲病

保健センタ

R森保:

福祉会

中央公民

肱北公民

平野連絡

:シ!時
ザ和

主警
No.65 

あ
け
ぼ
の
大
洲
⑦

身
分
制
度
の
成
立

応
仁
の
乱
(
一
四
六
七

1
七
七
)
の

あ
と
、
戦
乱
は
全
国
に
広
ま
り
、
戦
国

の
世
と
な
り
ま
し
た
。

各
地
で
一
撲
(
い
っ
き
)
が
起
こ
り
、

農
民
の
力
は
強
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

都
市
が
栄
え
、
商
業
が
発
達
す
る
と
、

こ
れ
に
携
わ
っ
て
い
る
者
が
多
か
っ
た

散
所
の
民
や
河
原
者
の
地
位
も
向
上
し

て
き
ま
し
た
。

戦
国
時
代
の
「
下
魁
上
L

の
風
潮
の

中
で
、
こ
れ
ま
で
の
身
分
の
上
下
関
係

も
変
化
し
ま
し
た
。
戦
国
大
名
の
多
く

の
も
の
は
、
低
い
身
分
か
ら
出
世
し
た

大
名
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

長
い
戦
国
時
代
の
後
、
秀
吉
は
信
長

を
継
い
で
、
天
下
統
一
の
事
業
に
着
子

し
ま
し
た
。
天
下
統
一
の
た
め
の
大
き

な
課
題
は
、
農
民
を
ど
の
よ
う
に
支
配

す
る
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
秀
吉
は

農
民
を
土
地
に
縛
り
付
け
る
た
め
に
、

「
太
閤
検
地
し
を
全
国
的
に
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
「
万
狩
り
し
に
よ
っ
て
、

農
民
か
ら
武
器
を
と
り
k
げ
、
武
士
と

農
民
を
分
け
る
政
策
を
と
り
ま
し
た
。

一
五
九
一
年
に
身
分
統
制
令
を
出
し
て
、

身
分
制
度
を
工
・
商
に
ま
で
わ
よ
ぼ
し

ま
し
た
。
関
ケ
原
の
戦
が
終
っ
て
、
徳

川
の
世
に
な
る
と
、
士
農
工
商
は
さ
ら

に
細
か
い
身
分
に
区
分
さ
れ
、
人
聞
を

上
下
の
関
係
に
位
置
づ
け
、
職
業
・
結

婚
・
服
装
ま
で
き
び
し
い
制
限
を
加
え

人
権
の
歴
史
--帽、、
一一、----'

て
、
世
襲
化
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

分
裂
支
配
の
確
立

幕
府
は
、
農
民
を
武
士
に
つ
ぐ
身
分

に
格
づ
け
ま
し
た
が
、
「
百
姓
と
油
は

絞
る
ほ
ど
出
る
」
と
か
「
生
か
さ
ぬ
よ

う
に
殺
さ
ぬ
よ
う
に
し
と
い
っ
た
や
り

方
で
、
き
び
し
く
年
貢
を
取
り
立
て
ま

し
た
。
年
貢
を
確
保
す
る
た
め
に
、
幕

府
は
農
民
の
く
ら
し
に
つ
い
て
、
た
び

た
び
触
れ
書
き
を
出
し
、
日
常
生
活
ま

で
き
び
し
く
規
制
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
年
貢
を

と
ら
れ
て
い
る
上
に
天
災
に
よ
る
不
作

な
ど
が
加
わ
っ
て
、
生
活
破
た
ん
に
追

い
こ
ま
れ
た
農
民
は
、
命
が
け
で
支
配

者
に
抵
抗
し
ま
し
た
。
人
口
の
八
O
%

以
上
を
占
め
て
い
る
農
民
を
わ
ず
か
七

%
の
武
士
が
支
配
し
て
い
く
た
め
に
は
、

武
力
だ
け
で
は
い
け
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
士
農
工
商
よ
り
さ
ら
に
低

い
身
分
を
つ
く
っ
て
、
農
民
の
不
平
不

満
を
そ
ら
そ
う
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
人
び
と
は
、
特
定
の
家
系
や
性
質
を

も
っ
た
人
た
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
長

い
年
月
を
か
け
て
、
「
え
た
」
・
「
ひ
に
ん
し

の
制
度
を
作
り
あ
げ
て
、
そ
の
中
に
入

れ
ら
れ
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
、

-
H比

(
わ
き
で
)
L

「
ム
お
触
れ
L

「覚
L

な
ど
に

よ
っ
て
、
身
分
と
居
住
地
一
職
業
を
固

定
化
し
で
い
き
ま
し
た
。(
つ
づ
く
)
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おおず広報ろ (;fひ市民のギ」
Fろひ市民の

h..~ 宅、♂

d♂~ 
拶町 ‘r 春一番

大
洲
市
観
光
協
会
で
は
、
「
あ
な
た

の
生
活
周
辺
か
ら
大
洲
の
観
光
お
み
や

げ
品
の
新
素
材
を
L

と
ア
イ
デ
ア
を
募

集
し
、
五
十
一
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し

た
。
十
二
月
十
五
日
、
郷
土
色
豊
か
な

人
選
四
点
、
佳
作
二
点
の
発
表
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
回
、
発
表
さ
れ
た
の
は
H

秋
の
部
H

で
、
四
月
に
募
集
す
る
H

春
の
部
ω

と

合
わ
せ
て
、
製
品
化
し
、
新
し
い
大
洲

の
お
み
や
げ
品
と
し
て
売
り
出
す
計
画

で
す
。

入
選
、
佳
作
作
品
(
敬
称
略
)

(
入
選
〕

V
大
洲
い
ち
じ
く
の
姿
煮
H
H
旬
を
愛
す

る
会
マ
ユ
ズ
の
こ
は
く
か
ん
H
H
同

V
大
洲
生
糸
を
使
用
し
た
帯
締
め
と
ル

ー
プ
タ
イ
リ
大
洲
白
鳳
会
V
中
江
藤
樹

先
生
座
像
H
H
藤
本
正
利
(
若
宮
)

(
佳
作
〕

V
草
木
染
め
手
織
り
真
綿
つ
む
ぎ
帯
H
H

戸
田
キ
ヨ
コ
(
中
村
)

V

和
紙
人
形

お
は
な
は
ん
H
H
岡
勝
子
(
常
磐
町
)

視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

便
り

大
洲
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
だ

れ
も
が
通
る
道
L
(

一
二
十
分
、
青
年
期
の

親
子
関
係
)
な
ど
口
本
の
新
し
い

M
m

フ
ィ
ル
ム
を
購
入
し
ま
し
た
。

特
に
交
通
安
全
教
育
、
青
少
年
非
行

問
題
、
老
人
教
育
の
フ
ィ
ル
ム
を
重
点

的
に
そ
ろ
え
ま
し
た
。
ま
た
、
幼
児
用

の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
も
六
本
加
え
、
一

段
と
内
容
が
充
実
し
ま
し
た
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
使
用
料
は
無
料

で
す
。
映
写
機
も
お
貸
し
し
ま
す
ー
な

わ
、
映
写
機
操
作
は
、
技
術
認
定
証
を

持
っ
て
お
ら
れ
る
人
に
限
り
ま
す
。
認

定
証
は
、
当
セ
ン
タ
ー
で
技
術
講
習
の

う
え
発
行
し
ま
す
の
で
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
中
央
公
民
館
内
の
大
洲

視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
へ
。

宮
④
3
1
6
1

t
必
佐
々
定
点
台

rthqEZAル
t
f
t崎
市
長
住

E
K紅
会

c
t
F
F
A
P々
か
々

F
%
t
Z布
F々
戸
身
広
々
広
々

F
そ
む
々
危
持
会
弁
宮
崎

K
R
S
K
E
P
P
R
E屯
位
、
作
屯
F
戸

r
F
p
h
F

V
住
ん
で
み
て
、
人
の
づ
き
あ
い
に
や

さ
し
さ
と
親
し
み
を
感
じ
ま
す
。

V
母
と
(
緒
に
背
存
し
て
い
ま
す
が
、
母

も
高
齢
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
少
し
づ

っ
、
母
に
教
わ
り
、
畑
の
仕
事
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

V
動
物
を
可
愛
が
る
こ
と
が
好
き
で
、

犬
、
描
、
セ
キ
セ
イ
イ
ン
コ
な
ど
を
飼

っ
て
い
ま
す
。

V
主
人
は
、
一
生
懸
命
働
い
て
く
れ
て

模
範
的
な
お
と
う
さ
ん
で
す
。
健
康
に

気
を
つ
け
て
ほ
し
い
で
す
。

人
で
す
o

v主
人
が
長
男
で
す
の
で
、
昭
和
五
ト

A

一
年
に
大
洲
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
街

の
中
で
生
れ
育
ち
ま
し
た
の
で
、
い
な

か
に
あ
こ
が
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
土

地
に
好
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
o

v
空
気
が
き
れ
い
な
の
で
、
き
わ
や
か

な
感
じ
が
し
ま
す
。

寄
贈
図
書
案
内

(
図
書
名
)
(
寄
贈
者
氏
名
)

た
だ
人
は
情
あ
れ
は
ぐ
る
ま
会

釈

迦

の

読

み

方

ク

日
本
の
合
戦
1
1
9

橋
本
公
子

海
上
保
安
大
学
校
初
年
史

第

6
区
海
上
保
安
部

発

明

考

案

の

紹

介

特

許

庁

日

本

酒

日

本

酒

セ

ン

タ

ー

現
代
の
都
市
と
農
村
は
ぐ
る
ま
会

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
全
集
1
1
4

堀
内
通
栄

愛
媛
県
立
図
書
館
蔵
書
目
録
4
・
6

愛
媛
県
立
図
書
館

昭
和
問
年
度
読
書
感
想
文
集
9
冊

学
校
図
書
班
会

郷
土
資
料
増
加
目
録
四
公
図
連
絡
協
議
会

文
化
愛
媛
5

大
洲
市
教
育
委
員
会

備
日
山
常
日
日
寺
の
沿
革

保
内
町
教
育
委
員
会

ふ
る
さ
と
の
歩
み
ロ

-mの
2
・
日
比
河
口

小
西
定
行

梶
谷
永
五
郎
先
生
を
た
た
え
て
久
保
慈
教

あ
る
英
語
教
師
の
記
録
曽
根
翼

殴
州
行
政
視
察
報
告
書
大
洲
市
役
所

変
貌
す
る
西
瀬
戸
経
済
圏
愛
媛
県

創
立
加
周
年
記
念
誌
帝
京
第
5
高
等
学
校

植
木
行
秀

船
越
吾
朗

島
田
カ
ズ
ヱ

長
見
く
に
を

米
沢
五
郎

書

館

人

川岬川句樹
柳の柳集木
水灯句上図
集り説
続藤
天
寿

郷

m
l
m図
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v人権週間中に街頭啓発
人権週間最終日の12月10目、お互いに相手の立
場を考えて、豊かな人間関係をつくりましょうと、

市民会館前で街頭啓発を行い、道ゆく人にチラシ

などを配布しました。市長、教育長などが、人権

の大切さを訴えていました。

おおず広報ろひσ3 市民ば、ろひσ〉市民(13) 

企青少年の健全育成を願いつど

つ
12月 2目、午後 6時30分から、地
域住民が f本となり、青少年の健全
育成を推進しようと「肱北青少年健

全育成のつどい」は関係者 150人が
集まり大洲隣保館で聞かれました。

健全育成のため地域全体で取り組む

ことを誓いました。

企クリスマスプレゼント大会
12月12日、社会教育センターにわいて、大洲子
をつなぐ親の会が主催しとクリスマスプレゼ、ント

大会ミが開かれました。
近田市長、往回議長のサンタクロースから 1人
1人にプレぞントが手渡された後、アトラクショ

ンで、一足早いクリスマスを楽しみました。

v児童センターでなわとび教室
徳森児童センターでは毎年、冬の期間地域の健
康づづ、くりのためにごなわとび

す。 lロ2月1日1日、 58年度最初のなわとび教室が、小
学生など30人あまりが参加して行われました。

市
政
叩
周
年

N
H
K
F
M
 

リ
ク
エ
ス
ト
ア
ワ
i
公
開
録
音

ゲ
ス
ト
に
キ
ヨ
ン
キ
ヨ
ン

大
洲
市
は
、
今
年

9月で市
制
施

行
初
年
を
迎
、
え
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
記
念
行
事
の
一
環

と
し
て
、

N
H
K
松
山
放
送
局
と
共

催
で
「
F
M
リ
ク
エ
ス
ト
ア
ワ
l
L

の
公
開
録
音
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

」

9F
M
リ
ク
エ
ス
ト
ア
ワ
l
公
開
録
音

V
と
き

2
月
お
日
(
日
)
日
時
1

V
と
こ
ろ
大
洲
市
民
会
館

V
ゲ
ス
ト
小
泉
今
日
子

V
出
演
市
内
の
ア
マ
チ
ュ
ア
パ

ン
ぃ
「

V
入
場
方
法
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所

氏
名
、
年
齢
を
書
き
2
月
刊
日

(
消
印
有
効
)
ま
で
に
。

V
あ
て
先
制
松
山
市
堀
之
内
5

N
H
K
松
山
放
送
局
「
F
M
リ

ク
エ
ス
ト
」
公
開
係

V
問
い
合
わ
せ
先
・
市
・
観
光
課

宮
④
2
1
1
1
内
2
2
5

N
H
K
松
山
放
送
局

君。
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大洲市内の交通事故
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乳
幼
児

健

芸会
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おおず

実

施

日

該

当

者

2
月
7
日
(
火
)
昭
和
田
年
9
月
生
※

2
月
9
日
(
木
)
昭
和
町
年
7
月
生

2
月
比
日
(
火
)
昭
和
田
年
6
月
生
※

2
月
幻
日
(
火
)
昭
和
問
年
3
月
生
※

y
月
お
日
(
火
)
昭
和
田
年
1
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時
却
分
i
M
時

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

※
母
子
子
帳
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

広報

成
人
病
の
予
防
検
診

お知らせ

が
ん
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
を
中
心
と

し
た
成
人
病
な
ら
び
に
厄
(
ゃ
く
)
年

検
診
を
実
施
し
ま
す
。

検
診
内
容
問
診
、
身
体
計
測
、
検
尿
、

血
圧
測
定
、
診
察

料
金
無
料
(
胃
が
ん
検
診
九
百
円
)

らせしお

会
⑧
3
マワ
5

旧大洲 i2月23日(ね|保健センター
(胃がん検診) I 8:ω-10 :ω 

市木市立市木集会所 9:30-11:30

旧/可 3月山(隣保館Ui7L函:30 

2 2 2 2 
月月月月
191211 5 
日口口 U

大
洲
中
央
病
院

宮
④
4
5
5
1

3 2 
月月
4 26 
日日

大
洲
中
央
病
院

宮
④
4
5
5
1

づ
か
い
を
預
託
)
平
野
町
谷
本
啓
美

六
千
二
百
六
十
円
(
一
年
間
の
こ
づ

か
い
を
預
託
)
平
野
町
谷
本
浩
二

(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
大
洲
清
和
国
へ
)

平

野

町

谷

本

久

金
一
封
(
大
洲
茶
の
み
友
の
会
へ
)

菅

田

町

大

野

定

俊

金
一
封
(
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
と

市

社

協

へ

)

若

宮

森

井

俊

夫

金
一
封
(
寄
付
金
を
平
野
地
区
社
協

へ

)

平

野

町

大

野

照

雄

金
一
封
(
寄
付
金
を
平
野
地
区
社
協

へ
)
平
野
町
大
安
寺
花
園
会

(
物
品
の
U
座
)

電
気
ア
ン
カ
五
十
三
個
(
南
久
米

新
谷
地
灰
独
居
老
人
)
松
下
寿
電

器
産
業
労
働
組
合
一
一
同

寝
ま
き
と
ま
ん
じ
ゅ
う
二
十
四
個

(
家
庭
奉
仕
員
の
訪
問
世
帯
)
大
洲

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
フ
同

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会

相談ごと案内
いず、れも無料ですので、

軽にご利用ください。

砂交通事故相談

とき 2月 8日 10時一15時

2月20日ク

ところ 市役所一(市民会館)

砂人権相談

と き 2月20日 13日孝一16円寺

ところ 社会福祉協議会事務局

険心配ごと相談

とき 2月 1日

2月10t:J 

2月27円ク

ところ 社会福祉協議会事務局

険家庭児童相談

と き 毎円の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

砂行政相談

と き 2月21日 10 1lf~15日寺

ところ 中央公民館

急がれる時は電話で相談して

くだ、さい。 宮④3794 CE木)
砂社会保険相談

と き 2月20日 10日寺一1611与

ところ 大洲商工会議所

:fll 当 松山社会保険事務所
砂医師による健康相談

と き毎月第 2 ・4木曜日

13時一16時

ところ 大洲市保健センタ一

対象的歳以Iこの人

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館(京大洲宮

④ 6100) 、大洲福祉会

館(新谷宮⑤0947)

住民福祉に関し、生活

土の悩み、人権、交通

事故、その他何でも。

お気

お知らせ

13日寺一16日手

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

2
月

n口
(
水
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ
て
電
話
し

て
く
だ
さ
い
。
宮
④
3
1
6
5

ま
ご
こ
ろ
の
お
く
り
も
の

金

一

封

中

村

魚

谷

年

子

年

金

一

封

長

谷

河

野

陽

子

金

-

封

若

宵

永

山

克

子

金
一
封
(
わ
か
げ
様
運
動
寄
付
金
)

西
山
根
大
禅
寺
花
園
会

金
一
封
(
寄
付
金
)
白
衛
隊
、
愛
媛
地

万
連
絡
部
大
洲
募
集
事
務
所

金
一
封
(
寄
付
金
)
世
界
連
邦
建
設

同
盟
大
洲
支
部
(
代
)
高
田
直
志

金
一
封
(
む
祭
子
供
み
こ
し
の
さ
い
銭

の
(
部
)
菅
川
町
背
旧
丙
子
供
会

金
一
封
(
寄
付
金
)
中
村
大
黒
・

射
場
・
恵
美
須
婦
人
会

金
一
封
愛
媛
南
部
ヤ
ク
ル
ト
販
売

大
洲
地
医
一
A

十
一
販
売
出
一
同

八
千
七
百
九
十
四
円
(
一
年
間
の
こ

宅ジ乞マ
τ: l人J

凍
っ
て
水
が
出

な
い
と
き
は
:
・

凍
っ
た
と
思
わ
れ
る
水
道
管
は
露

出
部
分
に
布
や
タ
オ
ル
を
巻
き
、
そ

の
上
か
ら
少
し
づ
っ
熱
湯
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。
急
に
か
け
る
と
、
水
道

管
が
破
裂
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

3-3004 

5-2944 

6-0537 

4-5968 

4-2583 

5-4107 

休日の漏水修理 (sJO~17J)

ーT王-蚕業者| 会

ィ享山ノk道工事庖

奥出 /j<道商会

神田鉄工所

城戸電業社

久保鉄工所

水道庖田蔵

月

2月5日

2月11日

2月12日

2月19日

2月26日

3月4日

後

戸
U-一=ロ

人
間
相
互
間
の
交
流
が
希
薄
化
し
て

い
る
現
代
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
重
要
性

が
再
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
月
よ
り
、
各
地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
一
端
を
紹
介
す
る
H

わ
が

町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
υ

を
表
紙
で
取
り

あ
げ
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
。
(
や
)
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